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「突発性難聴」の治療に適応
改善率を高める高気圧酸素療法

「
突
発
性
難
聴
」
は
前
触
れ
な
く
、
左
右
の
耳
の
一
方
や
、
ご
く
ま
れ
に
両
方
の
聞
こ

え
が
悪
く
な
る
疾
患
で
す
。
症
状
や
原
因
の
ほ
か
、
診
断
法
、
治
療
法
に
つ
い
て
専
門
医

に
聞
き
ま
し
た
。

│
突
発
性
難
聴
の
症
状
や
特
徴
は
。

片
方
の
耳
ま
た
は
両
耳
が
突
然
聞
こ
え

に
く
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。
40
〜
60
歳

代
に
多
く
、
男
女
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
場
合
、
耳
鳴
り
を
伴
い
、
約
半
数
の

方
に
め
ま
い
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
め

ま
い
の
程
度
は
、
回
転
す
る
よ
う
な
強
い

も
の
か
ら
軽
い
ふ
ら
つ
き
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
放
置
す
る
と
高
度
の
難
聴
や
耳
鳴

り
が
後
遺
症
と
し
て
残
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
症
状
が
軽
く
て
も
早
め
に
受
診
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

│
原
因
は
。

明
確
な
原
因
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ス
ト
レ
ス
や
過
労
に
よ
る
免
疫
力
低
下
に

伴
う
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
、
内
耳
の
血
流
障

害
な
ど
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

│
診
断
法
は
。

発
症
時
の
状
況
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、

高
血
圧
と
い
っ
た
基
礎
疾
患
の
有
無
を
知

る
こ
と
が
診
断
や
治
療
方
法
の
決
定
に
役

立
ち
ま
す
。
ま
た
、
聴
力
検
査
や
平
衡
機

能
検
査
、
必
要
に
応
じ
て
血
液
検
査
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
い
ま
す
。

│
治
療
法
は
。

ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服
や
点
滴
が
一
般
的

で
す
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
健
康
保
険
適

応
の
高
気
圧
酸
素
療
法
を
併
用
す
る
こ
と

で
治
療
効
果
が
期
待
で
き
、
治
療
の
選
択

肢
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
2
気
圧
の
高
気
圧
タ
ン
ク
の
中

で
濃
度
1
0
0
％
の
酸
素
を
吸
入
し
、
血

中
酸
素
濃
度
を
高
め
、
内
耳
の
血
流
を
改

善
さ
せ
る
方
法
で
す
。
症
状
が
気
に
な
る

方
は
専
門
医
を
受
診
し
て
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
複
数
回
の
実
施
が
必
要
な
た
め
高

額
療
養
費
制
度
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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